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会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和６年度第２回宮古市総合計画審議会を、次のとおり開催しました。 

 

 令和６年７月22日 

 

                    宮古市総合計画審議会 

 

１ 開催日時 

  令和６年６月28日（金）午後３時00分から午後５時00分まで 

 

２ 開催場所 

  宮古保健センター 大会議室 

 

３ 議題 

  ・「人口ビジョン」および「まち・ひと・しごと創生総合戦略」について 

  ・宮古市総合計画（後期基本計画）の施策体系（案）について 

 

４ 会議の概要 

   「人口ビジョン」および「まち・ひと・しごと創生総合戦略」について事務

局より説明を行った。宮古市総合計画（後期基本計画）の施策体系（案）につ

いて、事務局から説明後、宮古市の課題等について、個人ワークシートを作成

し、委員の意見発表を行った。 

詳細は、別添議事録のとおり。 

 

５ 問い合わせ先 

  宮古市総合計画審議会事務局 

 宮古市企画部企画課 

  電話０１９３－６２－２１１１ 内線４６１１ 
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第２回 宮古市総合計画審議会【開催結果】 
 

１ 開催日時  令和６年６月28日（金）午後３時00分から午後５時00分まで 

 

２ 場   所  宮古保健センター 大会議室 

 

３ 出席委員  22名 

①和川央 会長 ②植野歩未 副会長 ③加賀谷康司 委員 ④有原領一 委員  

⑤伊藤重行委員 ⑥中野貴子 委員 ⑦中居泰雅 委員 ⑧中村陽香 委員  

⑨佐々木真琴 委員（オンライン） ⑩竹村育貴 委員（オンライン） 

⑪伊藤純子 委員 ⑫田澤範史 委員 ⑬小堀内将文 委員⑭野尻長 委員  

⑮本多政彦 委員 ⑯田鎖憲幸 委員 ⑰上之原良美 委員  

⑱佐々木フレデリカ 委員 ⑲中村なつみ 委員 ⑳坂本紗綾 委員 ㉑武藤元 委員 

㉒志賀政信 委員 

 

４ 宮古市（事務局）出席者  6名 

①多田企画部長 ②箱石企画課長 ③工藤企画調整係長 ④竹田地域創生推進室長 

⑤三浦主事 ⑥佐々木主任 

 

５ 傍聴者 なし 

 

６ 審議会次第 

① 開会 

② 会長あいさつ 

③ 議事 

（１） 「人口ビジョン」および「まち・ひと・しごと創生総合戦略」について 

【情報共有】…資料１ 

（２） 宮古市総合計画（後期基本計画）の施策体系（案）について【意見発表】 

…資料２ 

④ その他 

⑤ 閉会 

 

※質疑応答は別紙のとおり
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（別紙） 

質問・意見 回答 

【議事】 

（１）「人口ビジョン」および「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」について

【情報共有】 資料１ 

説明者…事務局 

 

質問・意見なし 

 

 

 

 

 

意見 

【議事】 

（２）宮古市総合計画（後期基本計画）の施策体系（案）について【意見発表】

…資料２ 

説明者…事務局 

 

※事務局より手順について説明し、宮古市の課題、課題解決策それぞれの理由

をまとめ、15分間で個人ワークシートを作成。順番に意見発表。 

 

（委員） 

…高齢者福祉の充実（基本施策：４健康でふれあいのある地域づくり） 

・人口減少により高齢者の総数は減るが、高齢化率は高まり、若い世代の支え

手が減る。 

・介護事業を利用する対象者の絶対数も減少する。競争ではなく共存が必要。 

・人口のみならず要介護者数の推計、必要なサービス量の推計を行い、それに

基づいた担い手を確保しなければならない。 

 

（委員） 

…水産業の振興について（基本施策：２活力に満ちた産業振興都市づくり） 

・水揚げに左右される経営状況 

・それぞれの得意分野を活かしグループ化を行った事業 

…旧キャトル跡地活用（基本施策：１三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤形

成） 

・宮古市が持続可能な町であるために駅前の再開発は必要不可欠。 

・多くの方に関心を持ってもらうため公開討論会を実施すべき。 
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（委員） 

…公共交通について（基本施策：１三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤形成） 

・車が無いと行けない場所に公共施設が設置されている。 

・誰でも利用できる公共施設への直通バス、中学生以下が無料でバスを利用で

きる仕組みを導入して欲しい。 

 

（委員） 

…浄土ヶ浜のＰＲについて（基本施策：５交流と連携による地域づくり） 

・宮古市民で浄土ヶ浜に行ったことが無い人がいたり、何年も行ってない人が

いたりする現状がある。 

・公園のようにフランクに使ってもいいのではないか。そういったＰＲを市外

のみならず、市内にも積極的にＰＲし魅力を再発見してもらう必要がある。 

…末広町商店街無電柱化について（基本施策：１三陸沿岸地域の拠点都市とし

ての基盤形成） 

・当初、道路の活用といったソフト面も並行して行うといったものであったか

と思う。ハードの整備後に活用方法について考えていかなければならない。 

 

（委員） 

…身寄りがない方からの相談について（基本施策：４健康でふれあいのある地

域づくり） 

・成年後見センターへの相談で、「身寄りがない」「親族が遠方にいる」という

相談が多い。 

・少子高齢化、核家族化が進むなかで、このような身寄りのない方が、施設に

入所したり、アパートに入居したりする際に保証人が求められているが、後

見制度でカバーできない部分がある。 

 

（委員） 

…産業の衰退について（基本施策：２活力に満ちた産業振興都市づくり） 

・自然に左右される産業が多い中で、就労者が減り、人口が流出している。 

…医療の関係（基本施策：健康でふれあいのある地域づくり） 

・各専門の医療機関が無く、盛岡へ通院せざるを得ない状況がある。 

・目先のことにとらわれず、市民一人一人が危機意識をもってさまざまな問題

を考えていかなければならない。 

 

（委員） 

…若年世代人口の減少（基本施策：５交流と連携による地域づくり） 

・宮古市は子供を産み育てるための支援は進んでいるが、市外の方にその良さ

が十分に伝わっていないのではないか。 

・リモートワークなど働き方が多様化するなかで、「お試し移住体験」などの企

画に積極的に取り組んではどうか。 
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（委員） 

…水産業の振興について（基本施策：２活力に満ちた産業振興都市づくり） 

・主力魚種の水揚げが減少している。 

・海洋気候の変動による魚種交代で資源の分布、生息数が変化している。 

・養殖の増産体制の構築が必要。現状、トラウトサーモンの養殖は年200トン

だが、1,000～2,000トンに増やしたほうが良い。 

・弊社では殻付きカキの輸出が進んでいる。そのような取り組みにも目を向け

ていく必要がある。 

 

（委員） 

…環境への問題意識について（基本施策：３安全で快適な生活環境づくり） 

・人間都合で自然を変えていることへの気づきが重要。様々な利害関係が邪魔

をしている（鮭の回帰数減の理由では） 

・利害関係のない有識者による実証実験等、自然環境の研究再生活動の実践が

必要。 

 

（委員） 

…観光振興について（基本施策：２活力に満ちた産業振興都市づくり） 

・トレイルに代表されるよう強みは観光分野。 

・特定の人、業者、団体が潤うのではなく市民全体が潤うような仕組みづくり。 

…若者の居場所づくり（基本施策：５交流と連携による地域づくり 

・休日の遊び、デートに行く先が生協（DORA）だと聞いている。 

・若者から遊びに行く場所が無く宮古を出たいという話を多く聞く。 

・学生や若者の視点で計画を策定しなければならない。 

 

（委員） 

…農業の後継者不足、農業教育の充実について 

（基本施策：２活力に満ちた産業振興都市づくり、５郷土を誇り時代につなぐ

ひとづくり） 

・担い手不足により耕作放棄地が増加、水田の水路・ポンプの維持の一人あた

り負担が多くなってきている。 

・市外の農業高校や農業大学校等への就学・実習支援や、新規就農希望のＵタ

ーン人材の確保が必要。 

・幼少期から農業に触れ合う機会を増やして、農業が仕事の選択肢となるよう

な施策の実現。 
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（委員） 

…屋内のイベント対応施設について（基本施策：対応施策要調整） 

・屋内の大きなイベント施設が限られている（収容人数、音響、照明等の設備

が整った施設）。 

・イベントの相談を受けたときに実施可能な施設に先約があり、イベント実施

が叶わなかった。 

・施設をつくり、活用実績を積み重ねる。 

 

（委員） 

…国際交流およびクルーズ船寄港時の対応について 

（基本施策：５交流と連携による地域づくり、６郷土を誇り次代につなぐひと

づくり、２活力に満ちた産業振興都市づくり） 

・市内に英語を話せる人材が少ない。 

・クルーズ船入港時に案内できる人材が少ない。人材が豊富になれば宮古の強

みとなる。 

・案内スタッフの育成が必要。 

・クルーズ船寄港時のゴミ箱の設置数、案内標識数が少ない。 

 

（委員） 

…キャトル跡地整備（１三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤形成） 

・駅に訪れる観光客のイメージダウンにつながる。 

・若者の利用できる施設が少ない（学生のたまり場、家族の買い物）。 

・使用用途が不明の状態では市民が不安になるため、専門家を入れて早めに計

画の策定を進めてほしい。 

 

（委員） 

…地域脱炭素の実現について 

（基本施策：３安全で快適な生活環境づくり） 

・宮古市は脱炭素先行地域に指定されているが、市民の認知度が不足しており、

進捗状況が不明である。 

・実施するメリットや何をいつまでに、どうやって作り上げるのか、市民への

広報を充実させる必要がある。 

 

（委員） 

…水産業の振興について（２活力に満ちた産業振興都市づくり） 

・自然条件が変化しているのは世界中どこも変わらないが、他の漁港に水をあ

けられている印象がある。自然条件以外に何が影響しているのか検証し、解

決法を考えなければならない。 

…医療の充実について（４健康でふれあいのある地域づくり） 

・市外に通院している人が大勢いる。 

・何でもよいので、何かに特化した医療機関の誘致ができないか（レーシック、

水虫、アルコール依存症…など） 
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・通院や入院にかかり、患者のみならず家族など多くの人が訪れることで、単

純に来街者の増加につながる。 

 

（委員） 

…住民全体に根付いている排他的な思考について（基本施策：５交流と連携に

よる地域づくり） 

・宮古市は各方面の制度整備に尽力している印象。 

・住民全体には排他的な思考が根付いている。 

・頑張っている人に対して後ろ指を指す風潮。市外から来た人の噂をする。日

常的なデリカシーの無い発言（結婚、出産）。 

・地域との向き合い方、他社との関わり方、地域に誇りを持つことに対してパ

ラダイムシフトすべき。そのようなパンフレットを作成してみてはどうか。 

…観光の振興について（基本施策：２活力に満ちた産業振興都市づくり） 

・移住定住という項目自体が時代遅れ、大きく舵をとった方がよいのでは。 

・一人人口が減ると135万円年間消費額が減少する。人口減少に対して観光サ

イドから対策を考えると、国内宿泊旅行であれば21人、インバウンドであれ

ば６人に来てもらえれば、消費額を補える。 

・東北地方のインバウンドの伸び幅は、全国地方別で２番目。 

 

（委員） 

…シティプロモーションの推進について（基本施策：５交流と連携による地域

づくり） 

・市の魅力発信体制の有機的な組み合わせで、市内外の多様なステークホルダ

ーへの発信力を向上させる。 

・部門を超えたコラボや拡散で面としての魅力発信力を地域で高める必要があ

る。 

 

（委員） 

…こどもの居場所づくりについて 

（基本施策：６郷土を誇り時代につなぐひとづくり、４健康でふれあいのある

地域づくり） 

・乳幼児～学生まで切れ目のない支援が不足している。 

・教育は学校だけでなく、家庭、地域、企業が連携しなければならない。 

・市は縦割りではなく横断的な取り組みが必要。 

・各地区に、家以外で自由に出入りができる子供の居場所の確保が必要。 

 

（副会長） 

…インバウンド観光客の増加について（基本施策：２活力に満ちた産業振興都

市づくり） 

・これから５年間で一番力をいれるべきはインバウンド観光客の滞在消費を増

やすことではないか。 

・宮古市のブランド価値をあげるチャンス。 
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・ベンチマークは、岐阜県飛騨市、高山市、和歌山県田辺市の熊野古道、しま

なみ海道沿線都市など。 

・海外の人と接することでオープンなマインドになりダイバーシティやLGBT

に対応する力が身についてくる。 

・海外取引をしている市内の企業もある。そういった取組が市内に広まれば、

市にとどまりたい若者も増えるのではないか。 

 

（委員） 

…宮古港の整備について（基本施策：１三陸沿岸地域の拠点都市としての基盤

形成） 

・宮古港の整備促進が拠点都市としての宮古市のポテンシャルを高めることに

資するものと考える。 

・みなとの元気は都市の元気と結びつきが強い、みなとの活性化がまちに住む

人の暮らしを豊かにする。 

・国、県、市で港の利活用を考える検討会を立ち上げている。 

 

（会長） 

…全体を通じて所感 

・行政が問題に取り組む際に、深刻な間違いをしないために重要なのは、問題

点きっちり洗い出し可視化し共有すること。 

 

 

 

質問・意見 回 答 

【その他】 

 

（委員） 

 後期基本計画の策定はどのように進

めるのか。 

 

 

 

（委員） 

 各課で個別の計画を策定しているか

と思うが、現在、策定している総合計

画はどのような位置づけとなるのか。 

 

 

 

（事務局） 

 委員の方々からの意見を各課に照

会し、企画課でとりまとめを行い、素

案などを今後の審議会等でお示しす

る。 

 

（事務局） 

 総合計画は市の最上位計画となる。

この計画に沿って、各課で詳細の部分

を個別の計画で策定することとなる。 

 

以 上 
 


